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最
近
、
我
が
国
の
木
材
輸
出
に
つ
い
て
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ
る
機
会
が

増
え
て
い
ま
す
。
近
年
の
木
材
輸
出
額
は

年
1
0
0
億
円
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
25
年
に
1
2
3
億
円（
対
前

年
比
1
3
2
%
）と
急
増
し
、
平
成
26
年
に

国
内
の
人
工
林
資
源
が
充
実
す
る
中
、
国
産
材
の
需
要

先
の
一
つ
と
し
て
中
国
、
韓
国
等
へ
の
輸
出
を
視
野
に

入
れ
る
企
業
や
森
林
組
合
等
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
木
材
輸
出
の
拡
大
に
向
け
た
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

木材輸
出

の現状

木材輸
出

最前線は
そ
れ
を
大
き
く
上
回
る
1
7
8
億
円（
同

1
4
5
%
）と
な
り
、
平
成
に
な
っ
て
か
ら

の
最
高
額
を
記
録
し
ま
し
た
。
主
な
輸
出

先
国
は
、
①
中
国（
68
億
円
）、
②
韓
国（
29

億
円
）、
③
台
湾（
20
億
円
）と
近
隣
の
東
ア

ジ
ア
諸
国
が
上
位
を
占
め
て
お
り（
平
成
26

年
）、
特
に
中
国
は
平
成
25
年
の
35
億
円
か

ら
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

輸
出
さ
れ
る
木
材
を
主
な
品
目
別
に
み
る

と
、
丸
太（
69
億
円
）、
製
材（
32
億
円
）、
合

板
等（
14
億
円
）等
が
上
位
と
な
っ
て
お
り

（
平
成
26
年
）、
特
に
丸
太
は
前
年
の
31
億

円
か
ら
倍
増
し
ま
し
た
。
丸
太
輸
出
額
の

6
0
%
は
中
国
向
け
で
あ
り
、
主
に
ス
ギ
の

Ｂ
・
Ｃ
材
が
輸
出
さ
れ
、
梱
包
材
、
型
枠
、

木
質
パ
ネ
ル
類
の
原
料
、
土
木
用
資
材
等
の

用
途
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
国
は
経
済
発
展
や
都
市
化
の
進
展
に 木材輸出額の推移

その他 台湾 韓国 フィリピン 中国
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（資料：財務省貿易統計）
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平
成
25
年
に
公
表
さ
れ
た「
農
林
水
産

物
・
食
品
の
国
別
・
品
目
別
の
輸
出
戦
略
」

木材輸
出

拡大の
支援策

伴
っ
て
木
材
需
要
が
増
大
し
て
お
り
、
世
界

一
の
木
材
輸
入
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な

輸
入
元
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
、

カ
ナ
ダ
な
ど
で
、
日
本
か
ら
の
輸
入
は
増

え
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
木
材
輸
入
額
全
体
の

0
．
2
%
に
過
ぎ
ま
せ
ん（
平
成
25
年
）。

主な品目の輸出額

品目 2013年 2014年 対前年比

木
材
・
木
材
製
品

製材 27 （22%） 32 （18%） 118%
丸太 31 （26%） 69 （39%） 220%
パーティクルボード 2 （2%） 3 （2%） 126%
合板 10 （8%） 14 （8%） 132%
単板 6 （5%） 6 （3%） 102%
木材チップ 1 （1%） 1 （1%） 144%
その他 2 （1%） 2 （1%） 161%

小　計 80 （65%） 128 （72%） 160%
木製パレット 3 （2%） 3 （2%） 107%
建築木工品・木製建具 7 （5%） 12 （7%） 173%
木製食卓用品 4 （4%） 6 （3%） 133%
その他の木製品他ほか 29 （24%） 30 （17%） 103%

総　計 123 （100%） 178 （100%） 145%

 （単位：億円）

製材輸出量の推移

09年 10年 11年 12年 13年 14年
対前年
同累計比

中国 12,502 16,086 17,704 19,622 19,355 30,535 158%

韓国 1,823 2,198 2,712 2,823 5,512 6,755 123%

フィリピン 26,148 37,383 33,758 29,137 28,109 20,904 74%

その他 2,417 3,763 4,839 6,369 6,437 9,453 147%

計 42,890 59,430 59,013 57,951 59,413 67,647 114%

 （単位：㎥)

丸太輸出量の推移

09年 10年 11年 12年 13年 14年
対前年
同累計比

中国 4,743 10,232 14,861 14,792 129,667 312,424 241%

韓国 14,597 11,256 21,107 27,138 49,820 98,206 197%

台湾 6,147 41,286 61,816 67,968 81,782 107,144 131%

その他 12,258 2,708 2,350 3,817 3,446 3,448 100%

計 37,745 65,482 100,134 113,715 264,715 521,222 197%

 （単位：㎥)

に
基
づ
い
て
、
木
材
輸
出
を
拡
大
す
る
た

め
、
農
林
水
産
省
、
林
野
庁
、
ジ
ェ
ト
ロ
等

が
、
中
国
・
韓
国
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

て
様
々
な
支
援
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
一

例
と
し
て
本
年
度
の
林
野
庁
事
業
で
は
、
日

本
産
木
材
の
性
能
試
験
や
利
用
実
証
、
輸

出
先
に
お
け
る
木
材
・
住
宅
展
示
会
へ
の
出

展
、
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
会
の
開
催
、
中
国
語

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
等
に
対
す
る
支
援
を

行
い
、
日
本
産
木
材
の
認
知
度
の
向
上
や
宣

伝
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
最
近
で

は
、
木
材
輸
出
の
拡
大
を
目
指
す
各
県
に
よ

る
支
援
事
業
も
増
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
の
輸
出
戦
略
実
行
委
員

会
林
産
物
部
会
に
お
け
る
木
材
業
界
や
輸
出

関
係
者
に
よ
る
検
討
を
経
て
、
今
後
は
付
加

価
値
の
高
い
木
材
製
品
の
輸
出
拡
大
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
、
木
材
輸
出
の
中
央
団
体
を

核
と
し
て
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
の
輸
出

拡
大
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（資料：財務省貿易統計）

（資料：財務省貿易統計）

（資料：財務省貿易統計）
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九
州
東
南
に
位
置
す
る
宮
崎
県
串く

し
ま
し

間
市

の
南み
な
み
な
か

那
珂
森
林
組
合
・
都

み
や
こ
の
じ
ょ
う
し

城
市
の
都
城
森

林
組
合
、
鹿
児
島
県
志し

ぶ

し

し

布
志
市
の
曽そ

お於
地
区

森
林
組
合
の
管
内
で
は
、
戦
後
植
林
し
た
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
が
伐
期
を
迎
え
、
新
た
な
販
路

を
輸
出
に
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

輸
出
の
主
な
対
象
は
、
大
径
材
や
小
径

木
な
ど
国
内
需
要
の
少
な
い
原
木
で
、
特
に

大
径
材
は
、
年
々
ス
ギ
の
肥
大
化
が
進
ん
で

い
る
た
め
、
成
長
し
続
け
る
木
材
の
販
売
先

を
確
保
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
各
森
林
組
合
単
独
で
は
原
木

の
安
定
供
給
が
難
し
く
、
短
期
間
に
ま
と

ま
っ
た
原
木
を
確
保
す
る
必
要
の
あ
る
輸
出

を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
実
現
す
る
の
は
困
難

で
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
平
成
23
年
、

３
つ
の
森
林
組
合
は
県
境
を
越
え
て
連
携

し
、
木
材
輸
出
戦
略
協
議
会
を
設
立
。
３
組

合
の
年
間
生
産
量
を
合
わ
せ
る
と
約
11
万
㎥

と
な
り
、
継
続
的
な
輸
出
に
欠
か
せ
な
い
安

定
供
給
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
隣
の
志し

ぶ

し
布
志
港
を
利
用
す
る

こ
と
で
輸
出
ル
ー
ト
の
確
保
に
も
成
功
。
国

内
有
数
の
飼
料
貿
易
港
で
あ
る
志
布
志
港
で

は
、
海
外
か
ら
の
輸
入
が
盛
ん
な
一
方
で
、

輸
出
品
目
の
開
拓
が
伸
び
悩
ん
で
い
た
こ
と

に
着
目
し
、
輸
送
船
の
空
い
た
積
載
空
間
を

利
用
す
る
こ
と
で
輸
送
コ
ス
ト
の
削
減
も
実

現
し
ま
し
た
。

　

輸
出
を
開
始
し
た
当
初
は
韓
国
へ
向
け

て
大
径
材
を
少
し
づ
つ
輸
出
し
て
い
ま
し
た

が
、
さ
ら
に
販
路
を
拡
大
す
る
た
め
に
様
々

な
地
域
に
ト
ラ
イ
ア
ル
出
荷（
輸
出
）を
実

施
。
そ
の
結
果
、
最
近
で
は
中
国
南
部
の
木

材
会
社
と
1
，
0
0
0
㎥
単
位
の
契
約
を
結

び
、
平
成
26
年
度
に
2
回
の
出
荷
を
行
っ

て
、
品
質
に
つ
い
て
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

木
材
輸
出
戦
略
協
議
会
で
は
、
毎
年
、
国

内
外
の
現
地
視
察
や
市
場
調
査
、
意
見
交
換

な
ど
を
通
じ
て
情
報
収
集
を
行
い
、
現
地
の

ニ
ー
ズ
を
把
握

に
努
め
て
い
ま

す
。
韓
国
の
内

装
用
材
専
用
に

原
木
を
2
．
4

ｍ
に
カ
ッ
ト
し

た
り
、
中
国

に
対
し
て
も
受

注
に
応
じ
、
国

内
で
は
流
通
す

る
こ
と
の
な
い

規
格
で
原
木

の
カ
ッ
ト
を
行

う
な
ど
、
相
手

国
の
実
情
に
合

わ
せ
た
原
木
の

輸
出
を
行
っ
て

き
た
結
果
、
平

成
23
年
度
に
は

4
，
6
9
0
㎥

だ
っ
た
輸
出
量

が
、
平
成
24
年

度
6
，
3
7
7

㎥
、
平
成
25
年
度
23
，
9
1
0
㎥
、
平
成
26

年
度（
計
画
）で
は
30
，
0
0
0
㎥
と
順
調
な

伸
び
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
さ
ら
に
大
径
材
の
木
材
供
給
量

が
増
大
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
同

協
議
会
で
は
、
輸
出
に
よ
る
販
路
拡
大
を

通
し
て
木
材
需
要
を
海
外
へ
と
シ
フ
ト
し
、

地
域
の
林
業
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
く
考

え
で
す
。

木材輸
出最前線

特集 special edition

資料提供：南那珂森林組合

木材輸
出戦略

協議会
事例

スギ・ヒノキ
原木輸出

（宮崎
県・鹿

児島県
）

ばら積みによる積み込み作業（志布志港）

原木の加工（南那珂森林組合）

コンテナを利用した積み込み作業（志布志港）国産材の品質は輸出先でも好評（韓国・釜山）
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資料提供：北海道留萌振興局森林室

留萌港での貨物船への積み込み作業（平成26年6月）

留萌港のトドマツ集荷状況（平成26年6月）

サンプル輸出のトドマツ造材作業
（平成25年11月：留萌郡小平町）

内装材として使用されている針葉樹
（平成26年６月：韓国・忠州市）

　

ト
ド
マ
ツ
は
北
海
道
か
ら
南
千
島
、
サ
ハ

リ
ン
に
か
け
て
分
布
す
る
マ
ツ
科
モ
ミ
属
の

常
緑
高
木
で
す
。

　

北
海
道
西
北
部
に
位
置
す
る
留
萌
流
域

は
、
土
地
面
積
の
約
81
％
で
あ
る
約
32
万
ha

を
森
林
が
占
め
て
い
ま
す
。
人
工
林
資
源
の

4
分
の
3
は
ト
ド
マ
ツ
が
占
め
て
お
り
、
留

萌
産
ト
ド
マ
ツ
材
の
年
間
生
産
量
は
約
3
万

㎥
で
す
。

　

同
流
域
で
は
、
利
用
対
象
と
な
る
ト
ド
マ

ツ
の
木
材
資
源
が
充
実
し
、
利
用
期
を
迎

え
て
い
て
、
今
後
、
森
林
の
適
切
な
整
備
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
木
材
の
生
産
量
が
増

加
す
る
と
見
込
ま
れ
、
材
の
有
効
利
用
の
た

め
、
早
急
な
課
題
解
決
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
地
域
の
森
林
・

林
業
関
係
団
体
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
留
萌

流
域
森
林
・
林
業
活
性
化
協
議
会
は
平
成

24
年
度
に
留
萌
材
の
販
路
拡
大
検
討
分
科

会
を
設
置
し
て
検
討
を
開
始
。
平
成
25
年

5
月
に「
留
萌
材
の
販
路
拡
大
の
た
め
の
実

行
計
画
」を
策
定
し
て
、
留
萌
産
ト
ド
マ
ツ

の
販
路
拡
大
を
進
め
、
日
本
海
側
拠
点
化
形

成
促
進
港
で
あ
る
留
萌
港
を
活
用
し
た
ト
ド

マ
ツ
輸
出
の
検
討
を
進
め
て
い
た
北
海
道
森

林
組
合
連
合
会
や
商
社
と
連
携
し
た
取
組

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
12
月
に
サ
ン
プ
ル
と
し
て
25

㎥
の
ト
ド
マ
ツ
を
韓
国
に
輸
出
し
、
品
質
に

問
題
が
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
翌

26
年
6
月
、
留
萌
と
空そ
ら
ち知

の
留
萌
港
か
ら
の

集
荷
範
囲
1
0
0
㎞
圏
内
か
ら
集
荷
さ
れ
た

約
1
，
8
5
0
㎥
の
ト
ド
マ
ツ
材
が
韓
国
・

群く
ん
さ
ん山

港
に
輸
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
平
成

27
年
春
ま
で
に
２
船
分（
4
，
0
0
0
㎥
）の

ト
ド
マ
ツ
を
輸
出
す
る
予
定
で
す
。

　

韓
国
に
輸
出
さ
れ
る
ト
ド
マ
ツ
材
の
規
格

は
、
20
〜
30
㎝
径

で
材
長
３
．
６
５

ｍ
と
北
海
道
内
で

流
通
す
る
規
格
と

ほ
ぼ
同
じ
で
、
地

材
地
消
と
の
親
和

性
が
高
い
の
が
特

徴
。
留
萌
流
域
森

林
・
林
業
活
性
化

協
議
会
で
は
、
原

木
輸
出
に
よ
る
販

路
拡
大
を
契
機

と
し
て
、
流
域
内

へ
の
工
場
誘
致
や

路
網
整
備
を
通
し

て
、
国
内
販
路
の

拡
大
を
目
指
し
た

取
組
を
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。

北海道
留
る も い

萌流域
事例

トドマツ
原木輸出

輸出されるトドマツの規格は道内規格とほぼ同じ（平成26年4月：留萌港）
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大
分
県
の
池
見
林
産
工
業
株
式

会
社
は
、
枝
打
ち
し
た
ヒ
ノ
キ
を
コ

マ
型
埋
木
と
し
て
補
修
に
使
い
、
木

目
の
穴
等
が
あ
る
欠
点
材
を
利
活
用

す
る
技
術
を
持
つ
国
内
最
大
級
の
内

装
材
メ
ー
カ
ー
で
す
。
平
成
15
年
頃

か
ら
、
上
海
の
展
示
会
等
へ
の
出
展

を
開
始
し
、
韓
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の

ロ
ー
ラ
ー
戦
略
に
よ
っ
て
、
健
康
に

良
い
日
本
産
ヒ
ノ
キ
材
の
イ
メ
ー
ジ

を
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
。
平
成

23
年
に
は
韓
国
の
建
材
商
社
と
独
占

販
売
契
約
を
締
結
し
て
、
最
盛
期

に
は
年
間
20
コ
ン
テ
ナ
分
の
製
品
出
荷
を
実

現
。
そ
の
後
、
韓
国
内
で
内
装
材
の
現
地
生

産
で
シ
ェ
ア
を
奪
わ
ま
し
た
が
、
独
自
技
術

を
活
か
し
て
、
韓
国
の
オ
ン
ド
ル
仕
様
に
合

わ
せ
た
床
暖
房
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
等
の
製
品
を

開
発
す
る
こ
と
で
新
た
な
販
路
を
開
拓
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ア
ジ
ア
諸
国
を
対
象
と
し
た
輸
出

展
開
を
視
野
に
入
れ
て
、
各
国
を
網
羅
し
た

販
売
組
織
体
で
あ
る「
I
K
E
M
I
」ブ
ラ
ン

ド
の
ネ
ッ
ト
を
構
築
し
、
輸
入
代
理
店
や
地

域
別
問
屋
な
ど
か
ら
な
る
販
売
の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
を
構
成
す
る
と
と
も
に
、
各
国
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
を
実
施
。
各
国
の
趣
向

や
用
途
に
あ
わ
せ
た
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
や
、
加

工
形
状
を
提
案
。
平
成
26
年
夏
に
は
、
モ
ス

ク
ワ
へ
の
ヒ
ノ
キ
内
装
材
輸
出
を
実
現
す
る

な
ど
、
豊
富
な
国
産
針
葉
樹
の
資
源
量
を

背
景
に
、
国
内
の
高
い
加
工
技
術
を
活
か
し

た
内
装
材
を
ア
ジ
ア
各
国
に
輸
出
し
て
い
ま

す
。

　

同
社
で
は
、
今
後
も
国
内
外
に
向
け
て
高

付
加
価
値
の
あ
る
商
品
を
次
々
と
発
表
す
る

こ
と
で
、
高
品
質
の
内
装
材
製
品
需
要
の
掘

り
起
し
を
進
め
て
い
く
方
針
で
、
現
在
中
国

で
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
や
I
K
E
M
I
専

門
販
売
店
の
開
設
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
今

年
度
中
に
は
新
た
な
壁
・
床
材
製
品
の
市
場

投
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
韓
国
や
中
国
、
台
湾
等
の
主
要
ア

ジ
ア
圏
で
、
各
国
内
の
企
業
に
よ
る
木
材
加

工
品
の
開
発
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
事
を
受
け
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
香
港
な

ど
の
輸
出
市
場
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
市
場
な
ど
、
未
開
拓
の
分

野
へ
の
参
入
を
計
画
を
進
め
、
世
界
を
視
野

に
入
れ
た
国
産
内
装
材
の
販
路
拡
大
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

国産ヒノキ材のオンドルフローリング（韓国・釜山のタワーマンション）

国産ヒ
ノキ材
事例

内装材輸出

輸出コンテナに収められた内装材

韓国・ソウルのモデルショップ

オンドルフローリングをはじめ、
壁やベッドも国産ヒノキ材（韓国・釜山）

韓国のオンドル仕様に合わせた
国産ヒノキ材のフローリング

資料提供：池見林産工業株式会社

木材輸
出最前線
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八
溝
材
は
、
茨
城
県
・
栃
木
県
・
福
島
県

の
県
境
に
位
置
す
る
標
高
1
，
0
2
2
ｍ
の

八や
み
ぞ
さ
ん

溝
山
周
辺
で
産
出
さ
れ
る
ス
ギ
材
、
ヒ
ノ

キ
材
で
す
。
江
戸
時
代
か
ら
森
林
の
保
護
育

成
が
行
わ
れ
、
明
治
末
期
に
急
速
に
造
林
が

進
み
、
八
溝
材
は
関
東
の
良
材
と
し
て
、
古

く
か
ら
木
造
の
建
築
用
材
と
し
て
利
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
丸
太
の
心
材
部
分
が
黒
く

な
っ
た
黒
芯
材
や
、
年
輪
の
中
心
が
ず
れ
た

偏
芯
材
、
根
曲
が
り
が
少
な
く
、
年
輪
幅
が

一
定
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
戦
後
の
拡
大

造
林
が
伐
期
を
迎
え
た
現
在
、
良
質
な
ブ
ラ

ン
ド
材
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

茨
城
県
水
戸
市
で
注
文
住
宅
の
設
計
施
工

を
行
っ
て
い
る
株
式
会
社
棟
匠
が
、
台
湾
で

の
日
本
住
宅
の
建
築
を
意
識
し
た
の
は
今
か

ら
20
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
し
た
。
都
市
化
が

進
む
台
湾
の
台
北
郊
外
に
は
住
宅
開
発
の
余

地
が
大
き
く
、
気
密
断
熱
性
能
な
ど
の
日
本

の
高
い
技
術
に
よ
る
付
加
価
値
を
持
っ
た
日

本
住
宅
な
ら
十
分
需
要
が
見
込
め
る
と
判
断

し
た
た
め
で
す
。

　

平
成
24
年
に
グ
ル
ー
プ
会
社
の
製
材
工

場
が
新
設
さ
れ
、
そ
の
協
力
を
得
て
良
質
な

木
材
を
費
用
を
抑
え
な
が
ら
調
達
し
、
産
地

か
ら
安
定
供
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
、
日
本
住
宅
の
台
湾
へ
の
輸
出
が
現
実
性

を
帯
び
て
き
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
同
年
、
株

式
会
社
棟
匠
は
台
湾
で
木
造
軸
組
住
宅
市

場
創
出
の
事
業
可
能
性
調
査
に
着
手
。
平
成

25
年
に
は
、
台
湾
の
設
計
会
社
等
と
の
共
同

出
資
に
よ
る
合
弁
会
社「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ヘ

ル
ス
・
ハ
ウ
ス
」を
台
北
市
に
設
立
し
、
台

湾
で
の
住
宅
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

台
湾
で
の
日
本
住
宅
販
売
の
仕
組
み
は
、

八
溝
材
の
原
木
を
茨
城
県
内
の
グ
ル
ー
プ
会

社
で
製
材
・
プ
レ
カ
ッ
ト
し
て
、
常ひ
た
ち
な
か

陸
那
珂

港
か
ら
台
湾
へ
と
輸
出
し
現
地
の
合
弁
会
社

が
日
本
住
宅
と
し
て
建
築
、
販
売
す
る
と
い

う
も
の
。
八
溝
材
に
家
造
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

加
え
、
日
本
の
性
能
の
高
い
住
宅
を
そ
の
ま

ま
台
湾
に
建
築
す
る
こ
と
が
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

　

現
在
、
平
成
26
年
8
月
に
台
湾
の

宜ぎ
ら
ん
し

蘭
市
で
着
工
し
た
第
一
棟
の
建
設
が
、
今

年
4
月
の
引
き
渡
し
に
向
け
て
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、
来
年
１
月
ま
で
に
計
３
棟

の
住
宅
を
建
築
し
、
現
地
で
日
本
住
宅
を
建

設
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
構
築
を
進
め
た
上

で
、
以
後
は
25
棟
程
度
の
建
設
を
目
指
す
予

定
。
株
式
会
社
棟
匠
で
は
、
海
外
輸
出
を
機

に
八
溝
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
し
進
め
、
国

内
の
林
業
活
性
化
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

宜蘭市の第一棟上棟式（平成26年11月）

資料提供：株式会社棟匠

茨城県
産八

や み ぞ

溝材
事例

プレカット材・
住宅輸出

宜蘭市での建築作業（平成26年12月）

台湾でのプレカット材積み
出し風景（平成26年年9月）

コンテナに積み込まれるプレカット材（平成26年8月：常陸那珂港）

積み込みを待つプレカット材（平成26年8月：常陸那珂港）
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